
○南海トラフ地震では、被災地方公共団体及び家庭等で備蓄している物資が数日で枯渇する一方、
発災当初は、被災地方公共団体において正確な情報把握に時間を要すること、民間供給能力が
低下すること等から、被災地方公共団体のみでは、必要な物資量を迅速に調達することは困難

○このため、国は、被災府県からの具体的な要請を待たないで、必要不可欠と見込まれる物資を調達
し、プッシュ型支援で被災地に緊急輸送。

○被災県は、出来る限り早期に具体的な物資の必要量を把握し、必要に応じて国に要請する仕組
み（プル型）に切り替える。

発災後３日まで
（備蓄にて対応）

発災後４～７日（プッシュ型支援にて対応）

○飲料水： 応急給水【厚労省】
○食料、育児用調製粉乳： 民間調達【農水省】
○毛布： 地方公共団体備蓄の融通【消防庁】
○簡易トイレ・携帯トイレ： 民間調達【経産省】＋地方公共団体備蓄の融通【消防庁】
○おむつ（大人・乳幼児）： 民間調達【厚労省】

被災府県からの要請
を待たず、具体計画に

基づき、関係省庁が
支援を準備

･物資関係省庁は物資
の調達準備に着手
･輸送関係省庁は
輸送手段の調整に
着手

被災府県による
受入体制の整備

・広域物資輸送拠
点の開設

緊急災害対策
本部から物資
関係省庁へ必
要量の調達を
要請

輸送に関
する調整
と輸送の
実施

広域物資
輸送拠点
での物資
受け入れ

◎物資調達の考え方

◎プッシュ型支援準備の流れ

品目毎の調達先
と調整担当省庁

○プッシュ型支援先：

備蓄では食料等が不足すると
見込まれる府県

○広域物資輸送拠点（７７カ所）
（選定基準）
・新耐震基準を満たすこと
・屋根があること
・フォークリフト使用可能

・大型トラックの進入、荷役作業
のスペース
等

市町村の
地域物資
拠点や避
難所へ輸
送

南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画
（物資調達に係る計画の概要）

物資支援の計画概要について

プル型支援に
て対応

co276450
長方形

co276450
タイプライターテキスト
参考資料５



○４月１６日の本震後、非対本部事務局に物資調達・輸送班を設置（８号館）。
熊本県からの要望を待たない“プッシュ型”によるものを含め約２６３万食を調
達・供給。

＜物資調達・輸送班＞
設置場所：中央合同庁舎８号館３階
班 体 制：内閣府、防衛省、厚生労働省、国土交通省、経済産業省、資源エネルギー庁、消防庁、

ヤマト運輸、日本通運（最大約４０名が８号館に常駐）

熊本地震におけるプッシュ型物資支援の状況



発災前の備蓄物資の品
目及び数量

支援物資に関する
計画・マニュアル等

発災前の計画 発災後の拠点
支援物資、運送等に
係る災害時応援協定

熊本県

主な備蓄物資
・アルファ米：15,650食
・保存用パン：19,056食
・乾パン：14,376食
・水(2ℓ）：12,888本
・毛布：12,277枚 ほか
上記物資を県内13施設に備蓄

H28.3「大規模災害時にお
ける一時物資集積拠点オペ
レーション・マニュアル」
を策定したものの、庁内で
運用を開始する前に発災。
さらに拠点として想定して
いたグランメッセが被災。

グランメッセ熊本 ※被災により使用できず

〔物資〕 イオン九州など
10事業者
〔運送〕 県トラック協会

熊本県消防学校※備蓄 熊本県消防学校（4/14～）

熊本製粉西合志倉庫（4/20～5/11）

阪南運輸荒尾倉庫（4/22～5/12）

野田林業上熊本倉庫（4/25～）

ロジクロス福岡久山（5/14～）※生活用品

日通流通団地ターミナル（5/14～）※水・食料

熊本市

主な備蓄物資
・アルファ米：8,400食（ｱﾚﾙｷﾞｰ
対応）
・アルファ米：21,200食
・缶詰パン：11,520食
・乾パン：81,912食
・ｶﾛﾘｰﾒｲﾄ：18,500食
・毛布：7,480枚 ほか
上記物資を市内24施設に備蓄

なし

熊本市内
・防災倉庫１０箇所
・備蓄倉庫１４箇所
・分散備蓄倉庫（１４８箇
所）※私立小中学校等

・各指定避難場所（学校・公立公民館・備蓄倉庫・ス
ポーツ施設等）

支援物資：なし
運送：県トラック協会

嘉島町 なし なし なし

嘉島町役場（4/15～）※水・保存食等 〔物資〕 サントリー㈱、
イオン九州㈱
〔運送〕 県トラック協会、
㈱AZUMA

嘉島町民会館（4/15～）※生活用品

嘉島町民体育館（4/15～）※食料

益城町

水、カロリーメイト等の食料を
4,000食強、毛布等
上記物資を熊本交通運輸倉庫に
備蓄

なし なし

ＪＡ上益城 益城西瓜選果場（～4/28）

〔物資〕 なし
〔運送〕 県トラック協会

JA上益城 広安野菜集荷場（4/29～5/22）

JA上益城 飯野野菜集荷場（不明）

グランメッセ熊本（5/23～）

西原村 水、食料100名分を役場に備蓄 なし なし 西原村民体育館

〔物資〕 NPO法人コメリ
災害対策センター、西阿蘇
酪農業協同組合
〔運送〕 なし

南阿蘇村
非常食3000食、水500ml200本、
毛布300枚を役場に備蓄

なし

立野小学校体育館 ※被災により使用できず
〔物資〕 NPO法人コメリ
災害対策センター
〔運送〕 なし

南阿蘇村役場（～5/6）

久木野中体育館（5/7～）

出典：熊本県健康福祉政策課

熊本県・市町村における備蓄物資・物資拠点等の状況



熊本地震に伴う熊本県の支援物資の状況

○発災後、国による物資支援の他、各県、民間企業等から物資の支援行われた
○熊本県では、支援物資の受入のための国の拠点以外に倉庫等を確保

物資拠点位置図 ＜国による支援物資＞
・食料：約２６３万食（ﾊﾟﾝ、おにぎり、ﾊﾟｯｸご飯、ｶｯﾌﾟ麺、ﾚﾄﾙﾄ食品等
・食料以外：衣類、ﾏｽｸ、ﾊﾝﾄﾞｿｰﾌﾟ、ｳｪｯﾄﾃｨｯｼｭ、ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ、仮設ﾄｲﾚ等

＜各地方自治体による支援物資＞
・福岡県
保存用パン22,460食、毛布3,100枚、簡易トイレ1,200個

・佐賀県
ｱﾙﾌｧ米5,000食、保存用ﾊﾟﾝ2,000食、飲料水(500ml)6,000本、簡易
ﾄｲﾚ500個

・長崎県
ｱﾙﾌｧ米48食、保存用ﾊﾟﾝ1,896食、飲料水(2L)3,156本、毛布3,300枚、
簡易ﾄｲﾚ110個、紙ｺｯﾌﾟ130個、ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ1,777枚

・大分県
飲料水(2L)5,000本、毛布5,000枚

・鹿児島県
ｱﾙﾌｧ米6,000食、乾ﾊﾟﾝ600缶、飲料水(500ml)4,000本、毛布500枚、
簡易ﾄｲﾚ2,000個

・山口県
毛布8,310枚、ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ1,777枚

※その他４１の地方自治体から提供あり

＜民間企業等による支援物資＞
・ｱｼｯｸｽｼﾞｬﾊﾟﾝ（衣類等）、ﾉｴﾋﾞｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（栄養ﾄﾞﾘﾝｸ等）、菅野漬
物食品（漬物等）ほか

※その他３４８の企業及び個人から提供あり



熊本地震における⽀援物資拠点の選定過程について
4/16（本震）

◯ 国⼟交通省が受け⼊れ可能な⺠間物資拠点を提⽰
• 熊本県10箇所、佐賀県3箇所、福岡県15箇所、
⼤分県6箇所

◯ 施設規模、⽴地等を考慮の上、現地対策本部にて
①⽇本通運㈱⿃栖流通センターを選定

4/17

◯ ⿃栖の容量超過に備え、⽇本通運㈱が②箱崎物流センター・③東部物流センター、ヤマト運輸㈱が④ロジクロス
福岡久⼭を設置

◯ 福岡市の提案を受け、⑤福岡市中央卸売市場⻘果市場跡地を追加設置

②箱崎物流センター
(⿃栖の補完)

５

③東部物流センター
(⿃栖の補完)

④ロジクロス福岡久⼭
（⾷料以外）

①⿃栖流通センター
（⾷料）

４

１

：熊本県庁

２
３

⑤中央卸売市場⻘果市場跡地
（飲料⽔）

◯ 熊本県の広域物資輸送拠点（グランメッセ熊本）が被災したため、他の物資
輸送拠点の選定を開始



物資供給経路の変遷

事前想定 ４月１８日時点

４月１９日時点４月２０日以降

・グランメッセ被災のため、民間物流施設を確保。
・食糧、食糧以外ともに民間事業者へ運営委託。

・食糧は、民間事業者から自衛隊に運営を全面切替。・食糧、食糧以外ともに民間事業者に運営委託。
（民間事業者で輸送困難な地域のみ自衛隊で対応）



※上記はあらかじめ定められているが、管理者サイトで編集可能
個別の要望は、避難所情報の特記事項欄に入力可

iPadiPadによる物資調達支援フロー

◆画面イメージ （支援物資要請のプルダウンメニュー）

「主食用食品」を
タップすると
右の画面が表示

物資を選択し、
次の画面で
必要数量を入力

主食用食品 飲料 衛生用品

副食用食品 ベビー用品 寝具類等

調味料等 衣類 生活雑貨類

菓子類 食器・調理器具等 その他

その他食品 薬等

◆物資のカテゴリ （１４カテゴリ、１３９品目）

各避難所等における物資ニーズ

各市町村で入力

熊本県・現対本部で情報共有（毎日1回）

※甲佐町、嘉島町、菊陽町等
（4/28現在）

現地調達が可能 現地調達できない

現地対策本部が調達 非常本部（東京）が調達

避難所への物資供給

避難所で入力

市町村の担当者が集約避難所の管理者等が集約

クラウド上の専用ページにリアルタイムに反映

熊本県が災害物資供給協定を
締結しているスーパー等に発注
（注）イオン等を想定

（各省庁リエゾン経由）

○ 現地調達できないものの例
・ 段ボールベッドなど発注先が限られるもの
・ ロットが非常に大きいもの 等

○ プルダウンメニューには、災害救助法の適用対象外と
なるものは含まれていないが、自由記述欄等で疑義の
ある要請があった場合は、現対本部から非対本部（Ｃ４
要望把握班）に個別相談。

○ 災害救助法スキームが始まるまでは、プッシュ型支援
との整理（予備費による国費支払い）



物資調達支援の仕組み（比較表）

避難所支援システム
（iPadプロジェクト）

Amazon
「ほしい物リスト」

熊本支援Ｔ・アスクル・ヤフー
「LOHACO応援ギフト便」

実施期間 ４／２７～ 試験運用開始 ４／２２～ ４／２８～５／３１

対象の避難所
熊本県内のすべての避難所
※原則、指定避難所。
端末１０００台【最大】配布予定。

リスト掲載を希望する避難所
※個人、企業、ボランティア団体等も
登録可能

益城町の避難場所
（非指定・約１０カ所）
※状況を見ながら対象拡大

入力者
避難所の管理者等

又は 市町村の担当者
避難所の管理者等

アスクル
※熊本支援Tが電話でニーズ聴取

対象の物資
食料、衣類、衛生用品等
※プルダウンメニューから選択
（１４カテゴリ１３９品目）

Amazonで取り扱いのある

すべての商品

食料、衣類、衛生用品等
※被災者からの要望を踏まえ掲載

（4/28現在 8品目）

フィルタリング
の仕組み

原則プルダウンメニューにある
ものしか選択できない

リスト入力者（購入者）にゆだね
られる

熊本支援チーム・アスクル

費用負担
国費（予備費）
※救助法スキーム以降は県

全国の支援者が購入 全国の支援者が購入

物資を選択し、
次の画面で
必要数量を入力



熊本支援チーム・アスクル・ヤフーによる生活物資支援

・熊本支援チーム、アスクル及びヤフーが協力して「ＬＯＨＡ
ＣＯ応援ギフト便」による支援を開始

・指定避難所ではなく、公の支援が完全には行き届いてい
ない益城町内の避難場所を対象

・４月２７日に約１０箇所の避難場所で資料配布と説明実施

・避難場所の被災者は、電話で熊本支援チームに必要な
生活物資を依頼（インターネットが使えなくても大丈夫）

・熊本支援チームとアスクルが情報を共有し、アスクルが
「ＬＯＨＡＣＯ応援ギフト便」上に掲載

・ヤフーは特設ページなどで応援者を募集



プッシュ型支援を含む国からの支援物資一覧（主要品目）

食料 約２６３万食 肌着・下着・ソックス 約２０万枚

（内訳） マスク 約２２０万枚

パン・おにぎり・パックご飯 約１１０万食 ハンドソープ 約１３万個

カップ麺 約６０万食 手指消毒液 約３万本

レトルト食品 約３３万食 ウェットティッシュ 約１８万個

ベビーフード 約１万食 ボディーシート 約６万個

介護食品 約１万食 化粧水シート 約２万個

缶詰 約３６万食 ガスコンロ 約０．２万台

栄養補助食品 約１３万食 ガスボンベ 約０．４万本

ビスケット 約９万食 ビニールシート（ブルーシート） 約４万枚

その他食料 土嚢袋 約１７万枚

米 約１２６トン 簡易トイレ（便袋等を含む） 約２０万個

水 約２４万本 仮設トイレ 約０．１万基

清涼飲料水
（うち野菜ジュース

約２１万本
約３万本）

トイレ用アタッチメント（和→洋） 約０．１万個

粉ミルク
（アレルギー対応含む）

約２トン
トイレットペーパー 約７万ロール

等



プッシュ型支援を含む国からの支援物資一覧（詳細）

品目 数量 品目 数量 品目 数量 品目 数量 品目 数量

アルファ化米 1,000食 簡易トイレ 203,839個 タブレット端末 1,000個 除菌スプレー 504個
粘着クリーナー
交換シート

360個

保存用パン 112,312食 凝固剤 7,700個 貯水タンク 640個 石鹸 4,200個 トイレブラシ 120本

パン 565,000食 トイレットペーパー 69,440ﾛｰﾙ エチケット袋 18,000枚 雑巾 400枚 ランタン 40個

カップ麺 598,232食 トイレ用クリーナー 6,000個 ヘルメット 775個 ベビー用品 9,770個
ビニール袋
（45L・黒）（10枚入り）

20,000個

おにぎり 234,500食 消臭剤 688個 カーペット 1,522枚 ほうき 120本
ビニール袋
（45L・透明）（10枚入り）

20,000個

パック御飯 300,704食 簡易マット 3,150枚 携帯用充電器 1,800個 ちりとり 120個 リンス 100個

缶詰 361,536食 ビニールシート 35,040枚 土嚢袋 165,000枚 使い捨てカイロ 8,640個 カミソリ 200個

レトルトおかゆ 54,000食 下着類 200,492着 ビニール袋 80,200枚 使い捨て手袋 2,000枚 殺虫剤 600個

レトルト
（カレー、スープ等）

277,330食 下着 20,839枚 単一乾電池 2,200個 割り箸 70,850膳
トイレ掃除用
洗浄剤

150個

ベビーフード 9,822食 ボディーシート 59,976個 単二乾電池 2,000個 長靴 331足 プラスプーン 500個

介護食品 8,040食 水無シャンプー 3,600個 単三乾電池 8,000個 布テープ 30個
ビニール袋
（90L・透明）（10枚入り）

20個

栄養補助食品 133,144食 Ｔシャツ 1,000枚 電気ポット 70個 バケツ 100個 PPロープ 50個

ビスケット 90,060食 紙コップ 1,065,510個 懐中電灯 782個 箱ティッシュ 3,060個 養生テープ 200個

バナナ 160,000本 ペーパータオル 183,605個 タオル 500枚 歯ブラシ 4,000個 アレンジケース 33個

米 126ｔ 間仕切り 3,000個 ビニール手袋 2,500枚 歯磨き粉 3,024セット
置き型
噴霧式防虫剤

20個

育児用調整乳 2,434kg 間仕切用段ボール 230枚 油吸収剤 1,000個 歯磨きセット 5,500個 強化ゴム手袋 200個

清涼飲料水 184,032本
ダンボール製
簡易ベッド

2,500個 コーン・コーンベッド 100個 スプーン 5,016個 電源ドラム 30個

野菜ジュース 31,104本 レジャーシート等 3,060枚 塩素系漂白剤 20個 ボディソープ 3,288枚 電気式蚊取り線香 100個

LL牛乳 53,952本 介護ベッド 50台 台所用漂白剤 234個 マットレス 3,560枚 うちわ 500枚

水（2L） 222,480本 化粧水 51,030個
カーテン
カーテンレール

30ｾｯﾄ 耳栓 1,000個 スリッパ 260個

水（500ml） 15,504本 化粧水シート 24,888個 仮設トイレ用消臭液 3,873個 モップ 100本 台車 10台

毛布 120,382枚 液体歯磨洗口液 720個 紙皿 220,360枚 ラップ 480本

紙おむつ（乳児） 60,400枚 歯磨シート 2,304個 ガムテープ 220個 ラバーカップ 20本

紙おむつ（大人） 20,500枚 スキンケアセット等 19,160個 身体用消臭剤 120個 レインコート 3,605着

生理用品 26,508枚 タイルカーペット 20,320個 軍手 1,080個 ロープ 210束

手指消毒液 25,000本 ガスコンロ 1,500個 シャンプー 3,120個 ヘッドライト 500個

マスク 2,241,400枚 ガスボンベ 4,000個 リンス 3,120ｾｯﾄ 衣類用洗剤 306箱

弾性ストッキング 3,000枚 テレビ 44個
シャンプー＆リンス
トラベルセット

4,200個 住宅用ワイパー 148個

尿取りパッド 3,200枚 ハンドソープ 128,400個 授乳ブラジャー 160個
住宅用ワイパー
交換シート

400個

仮設トイレ 1,150基
トイレ用
アタッチメント

500個 消臭スプレー 654個 粘着クリーナー 48個



韓国からの支援物資について

品目 受入数 配布状況

ブルーシート 1,500枚 全量配布

毛布 5,800枚 100枚配布（5,700枚は福岡県へ備蓄として移管）

レトルトご飯 2,000食 全量配布

水（２ℓ） 960本 全量配布

水（500ml） 368本 全量配布

か

＜毛布＞＜ブルーシート＞

韓国より４月２２日受入




